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自民県議団が独自提案･･･
弱者をつくらない社会を

　平成28年4月1日より障害者差別解消法が施行されます。県議
会自民党議員団は同法の施行に先立ち、障害者と障害者でない
方が分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いな
がら、地域の中で共に手を取り合って暮らすことのできる社会の
推進を目指すべく、また、ろう者とろう者以外の者が共生すること
のできる地域社会を推進すべく、星野光弘県議がプロジェクトチー
ムの副事務局長として先頭に立ち、条例の制定に向け検討して
参りました。
　県議会２月定例会最終日の３月25日、2条例は全員賛成で可決
承認されました。

「埼玉県障害のある人もない人も全ての

人が安心して暮らしていける共生社会

づくり条例」「埼玉県手話言語条例」を制定
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平成28年度一般会計（当初）予算

●歳入（単位：千円）

合計
1,880,526,000

県　税　764,000,000
40.6％

地方消費税清算金　
210,444,000
11.2％

地方交付税
213,300,000　11.3％

国庫支出金
176,383,252
9.4％

県　債
240,356,000
12.8％

地方贈与税・繰入金他
276,042,748
14.7％

●歳出（単位：千円）

合計
1,880,526,000

総務費　93,252,626
5.0％
民生費
347,664,259　18.5％
衛生費
69,965,037
3.7％
農林水産業費
22,301,201
1.2％
商工費
17,185,063
0.9％

土木費　106,116,129
5.6％

警察費
143,978,378　7.7％

教育費
534,055,508
28.4％

公債費
278,360,713
14.8％

諸支出金・労働費他
267,647,086
14.2％


